
平
成
三
十
年
十
一
月
十
四
日
提
出

質

問

第

六

一

号

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
お
よ
び
障
害
者
基
本
法
遵
守
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子
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障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
お
よ
び
障
害
者
基
本
法
遵
守
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
六
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
（
以
後
、
条
約
）
を
日
本
政
府
は
二
〇
〇
七

年
に
署
名
し
た
。
そ
の
第
四
条
�
に
は
「
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
を
実
施
す
る
た
め
の
法
令
及
び
政
策
の
作
成
及
び
実
施
に
お

い
て
、
並
び
に
障
害
者
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
他
の
意
思
決
定
過
程
に
お
い
て
、
障
害
者
を
代
表
す
る
団
体
を
通
じ
、
障

害
者
と
緊
密
に
協
議
し
、
及
び
障
害
者
を
積
極
的
に
関
与
さ
せ
る
」
と
し
て
い
る
。

わ
が
国
も
そ
れ
を
遵
守
し
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
は
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
を
設
置
、
「
本
部
長
は
、
障
害
者
施

策
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
た
め
、
障
害
者
、
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
に
従
事
す
る
者
及
び
学

識
経
験
者
等
の
参
集
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
た
。
ま
た
、
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」
を
開
催
し
、
障
害
者

基
本
法
改
正
プ
ロ
セ
ス
に
障
害
者
お
よ
び
障
害
者
団
体
等
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
構
成
員
の
過
半
数
が
障
害
者
団
体
や
障
害
者

等
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
改
正
障
害
者
基
本
法
第
十
条
第
二
項
に
、
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者
の
自
立
及
び
社
会

参
加
の
支
援
等
の
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
つ
て
は
、
障
害
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見
を
尊
重
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
国
内
法
整
備
後
の
二
〇
一
四
年
に
わ
が
国
も
条
約
を
批
准
し

た
。

一



そ
こ
で
現
政
権
に
お
け
る
条
約
お
よ
び
国
内
法
の
遵
守
に
つ
い
て
問
う
。

一

国
の
行
政
機
関
が
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
く
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
繕
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て

国
は
「
公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
（
以
後
、
閣
僚
会
議
）
お
よ
び
「
公
務
部
門
に
お
け

る
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
関
係
府
省
連
絡
会
議
」
を
設
置
、
厚
生
労
働
省
は
「
国
の
行
政
機
関
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
係

る
事
案
に
関
す
る
検
証
委
員
会
」
（
以
後
、
検
証
委
員
会
）
を
設
置
し
、
十
月
二
十
二
日
に
委
員
会
の
報
告
書
を
公
表
し

た
。検

証
委
員
会
は
、
政
策
実
施
の
検
証
の
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
委
員
は
弁
護
士
二
名
、
大
学
教
授
二
名
と
元

総
務
官
僚
の
五
名
の
み
で
、
障
害
者
を
代
表
す
る
団
体
も
障
害
者
も
委
員
に
は
選
任
さ
れ
て
い
な
い
。

�

こ
の
人
選
の
責
任
を
負
う
の
は
誰
か
。

�

ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
人
選
が
行
わ
れ
た
の
か
。

二

検
証
委
員
会
は
本
年
九
月
か
ら
十
月
ま
で
計
四
回
、
非
公
開
で
開
催
さ
れ
た
が
、
国
の
行
政
機
関
に
対
す
る
書
面
と
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
の
み
で
、
障
害
者
団
体
か
ら
も
障
害
者
か
ら
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
ら
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
何
故
か
。

三

検
証
委
員
会
は
、
個
人
情
報
が
ま
っ
た
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
報
告
書
案
を
討
議
す
る
最
終
段
階
で
す
ら
非
公
開
で
、
障

二



害
者
団
体
も
障
害
者
も
、
傍
聴
す
ら
不
可
能
だ
っ
た
。
そ
れ
は
何
故
か
。

四

検
証
委
員
会
の
中
で
、
条
約
第
四
条
�
お
よ
び
障
害
者
基
本
法
第
十
条
第
二
項
の
遵
守
に
つ
い
て
議
論
は
さ
れ
た
か
。

五

閣
僚
会
議
は
、
検
討
委
員
会
の
報
告
書
が
出
さ
れ
た
翌
日
の
十
月
二
十
三
日
に
、
「
公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に

関
す
る
基
本
方
針
」
を
発
表
し
た
。
今
年
度
末
ま
で
に
千
四
百
九
十
一
�
五
人
、
来
年
度
末
ま
で
に
二
千
五
百
八
十
一
人
、

計
四
千
七
十
二
�
五
人
の
障
害
者
を
新
た
に
雇
用
す
る
と
発
表
し
た
。

�

こ
の
基
本
方
針
は
検
証
委
員
会
報
告
書
発
表
か
ら
翌
日
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
作
成
、
決
定
さ
れ
た
の
か
。

�

こ
の
基
本
方
針
作
成
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
の
決
定
過
程
に
お
い
て
障
害
者
団
体
も
障
害
者
も
直
接
参
加
や
協
議
が
で
き

て
い
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
者
団
体
か
ら
も
障
害
者
か
ら
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
ら
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
責
任
を
負
う

の
は
誰
か
。

六

閣
僚
会
議
で
は
、
条
約
第
四
条
�
お
よ
び
障
害
者
基
本
法
第
十
条
第
二
項
の
遵
守
に
つ
い
て
議
論
は
さ
れ
た
か
。

七

今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
の
で
、
検
証
委
員
会
報
告
書
お
よ
び
「
公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
基
本
方

針
」
に
つ
い
て
障
害
者
お
よ
び
障
害
者
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
条
約
第
四
条
�
お
よ
び
障
害
者
基
本
法
第
十
条
第
二

項
を
遵
守
す
べ
く
協
議
を
行
っ
た
上
で
今
後
の
公
務
部
門
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
策
を
決
定
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


